
     

           

 

 

 

 

 

 

 平成 27年度開かれた学校づくり協議会は、各自治会長、同窓会、校長、副校長、PTA顧問、PTAなど、 

26名の委員で活動を行いました。２月18日に第４回の開かれた学校づくり協議会を開催し、今年度の活

動をまとめました。 

 

１ 開会の言葉 佐藤根 隆 副会長 

 これより、第４回の開かれた学校づくり協議会を開催します。  

 

２ 会長あいさつ 野々村 誠 会長 

 早いもので２月の中旬を過ぎ三寒四温といいますか、公園を散歩していてもだんだん春になってきたんだ

なと思えるようになりました。本日は今年最後の協議会になりますが、皆さんのご意見をいただきながら活

発な意見交換をしていきたいと思います。 

 

３ 教育委員会あいさつ 教育政策課学校支援担当 野坂 直子 様 

 開かれた学校づくり協議会委員の皆様には、いつも本校の生徒のためにご支援いただきありがとうござい

ます。２月４日に開かれた学校づくり協議会会長意見交換会を開催し、約70名が参加し、野々村会長にご

参加いただきました。詳しくは次号のインフォーメーションでご報告します。 

 開かれた学校づくり協議会学校関係者評価をしていただく時期になりました。お忙しい頃とは存じますが

ぜひ忌憚のないご意見をいただきたいと思います。 

 

４ 学校長あいさつ 水谷 正博 校長 

 一年間ありがとうございました。 

お陰様で２月７日に東京駅伝に本校の女子が参加５名中４名走り、優勝しました。男子も優勝し、足立区が

総合優勝しました。区役所のアトリウムに写真などがありますので、ご覧ください。年度末にあたりますの

で、評価などよろしくお願いします。 

 

５ 議題 

１）開かれた学校づくり協議会会長意見交換会報告  野々村 誠 会長 

 ２月４日に開催されました。分科会が第一分科会「足立区の児童生徒の学力の現状とこれからの取組」、

第二分科会「協議会活動の活性化」、第三分科会「キャリヤ教育の充実」、第四分科会「学校における情報発

信の現状と課題」と４つありました。 

 私は、第三分科会の「キャリヤ教育の充実」に参加しました。子どもたちが将来社会的職業的に社会の中

で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を見つけるためのキャリヤ教育の充実について、話し合い

ました。十二中での取組として、２年生の職場体験を行っていることをご紹介しました。受け入れ先が無く

やっていない学校もあるようです。 
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（２）学校状況・学校自己評価報告 水谷 正博 校長 

 学校の方は２月24日に３年生が都立の一般入試を迎えます。既に私立や都立推薦で進学先が決まってい

る生徒もいますが、７割方はこの時が勝負です。発表は３月２日、そこで全員決まってくれればいいなと思

っています。翌日から３日間、学年末考査が始まります。 

《自己評価書、学校経営計画の校長としての反省》 

○重点的な取組事項、 

学力向上、区学力調査が通過率60%の達成基準に対し、47.9%と課題が残りました。 

○生徒による主体的な活動の推進は、あいさつができる、元気がよい、仲がよい等、礼節と思いやりの心

が育成されています。 

○生徒の学習意欲を高める教育活動の推進は、家庭学習と学校での指導内容をさらにリンクさせていきた

いと思います。 

 

 

 

 

 

 この報告について、委員から、質問や意見がありました。 

 

（３）その他 

◆開かれた学校づくり協議会フォーラム 

11月 17日に足立区庁舎で開催されたフォーラムで、野々村会長と水谷校長が「地域と共に歩む十二中

学校の活動とサタデースクールの紹介」として発表しました。 

 

◆進路講演会について 

1月９日の土曜授業の日に、野々村会長が「化石から考える地球と生命」というテーマで、十二中にいた

頃の話、学生、社会に出てからの職業のこと、趣味の化石を通じて地球と生命を考える内容で講演しました。 

 

◆サタデースクールについて 

27 年度は、26 回開催予定。ベーシックコース（学校より指名された生徒）とアドバンスコース（自学自

習）に分かれて実施。現在講師は６名（大学生３名、社会人１名、協議会委員２名）、大学生１名が今年卒

業するので来年度の講師を募集しています。 

           

６ 閉会の言葉 南雲 美紀夫 副会長 

 地域で最後まで子どもたちを見守るよう、これからもよろしくお願いいたします。 

「あいさつのできる落ち着いた学校」ではあるが、競争心、向上心をさらに高めていく必要がある。現

在の学力は、個人差が大きく学年によって学習意欲に偏りがある。これらの課題を是正できるよう授業

改善・指導方法の工夫に取り組み、基礎学力の定着を図っていく。開かれた学校づくり協議会、地域や

家庭の協力を得て、家庭学習の習慣を身に付けて、授業内容が定着できるよう指導していきたい。 

 

 


